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「DM PLUS」新機能のお知らせ
QRコードの個別アクセス通知
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個別アクセス通知機能の概要

背景 現在、DM PLUSのDMからQRコードが読み込まれた際に特定のメールアドレスにメールを送信してアクセスされ
たことを通知する機能が実装されていますが、通知先のメールアドレスは案件単位で指定する仕様となっているた
め、担当以外の宛名がアクセスしてきた場合もメールが送信される仕様となっております。
 お客様からの要望
• アクセス通知を受信したら⾃分の担当かどうかを確認するために管理画⾯にアクセスする作業が⾮効率。
• 担当以外の宛名のアクセスもメール送信されてしまうのが煩わしい。

といったご要望を受けて、以下の内容でバージョンアップを⾏い利便性の向上を図ります。

概要  宛名ごとにアクセスを通知するアドレスを個別に指定可能にする。
• 案件単位でアクセス通知の⽅法を「⼀⻫通知」もしくは「個別通知」で選択
• 宛名インポートの際に宛名ごとにアクセス通知先のユーザIDを指定してインポート
• ユーザIDに「通知先のメールアドレス（複数可）」を指定

できる事  担当の宛名のアクセス通知をパソコンのメールや携帯のメールなど複数のアドレスに通知する。
 ⽀社・営業所単位で所属する複数の担当者にアクセスを通知する。
 担当営業が優良顧客を選定して特定の宛名のアクセスのみ通知する。
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詳細︓案件の設定

案件の設定で「メール通知先」の設定を「個別
通知」にする。
 ⼀⻫通知︓該当の案件に紐づく全ての宛名
の通知を同じアドレスに送信

 個別通知︓宛名ごとに通知先を個別に指定
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詳細︓宛名のインポート

通知先のユーザを指定した項⽬をデータベース
の「読取通知先ユーザ」を選択してインポート
する。
 以下の値が⼊⼒されている場合はエラー
 数字と「_」以外
 ⾃社のユーザ以外のユーザID

DM PLUSに登録されたユーザの「ユーザID」を指定する。
 「_」（アンダーバー）区切りで複数のユーザを指定可能

【例】
• 「葉書 太郎」さんがアクセスした場合は「ユーザID︓255」
に通知

• 「⽇本 和⼦」さんがアクセスした場合は「ユーザID︓255」
と「ユーザID︓256」に通知

• 「鈴⽊ ⼀郎」さんがアクセスした場合は通知無し
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詳細︓ユーザの設定

「読取通知先ユーザ」に指定されたユーザに送信するメールアドレスを登録する。
 複数指定する場合は改⾏して登録
 ユーザアカウントの「メールアドレス」に送信する場合も、「個別通知先アドレ
ス」に登録が必要

 迷惑メール設定などでブロックされている場合は「@dmplus-system.jp」を許可

ユーザIDをインポート時の「読取通知
先ユーザ」に指定してインポート
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詳細︓通知先ユーザの編集

宛名の編集で「読取通知先ユーザ」の
編集が可能です。

宛名⼀覧で「案件ID」で検索した
場合、宛名の編集が可能です。
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情報を最適化し、

コミュニケーションの未来を創造する


